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款 02 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標と単位当たりコスト

①

⑤

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
③

単位当たりコスト 円/
②

その他 人件費比率 ％ 60.8 59.1 65.1 6.0

小計 54,558 51,357 58,426 7,069

小計 35,765 32,448 40,163 7,714

移転費用 18,792 18,909 18,263 △ 645

その他 0

小計 0 0 0 0
0000特別収支差額（Ｂ）

△ 6,824△ 58,181△ 51,357△ 54,558
本年度収支差額

（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

0

経　常　収　入

主な内訳
会計年度任用職員報酬等【1,059千円】
秘書業務管理システムデータ移行及び環境セットアップ
作業委託【1,091千円】

30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

2年度 経　常　費　用

―

3.67人 3.64人 4.05人 0.41人

指標名 単位 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 指標値の増減要因

徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0

0 0 特別収入 0 0 0 0

小計 2,619 2,103 2,156 53

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 0 0 0 0

41 7 その他 0 0 245 245

その他 0 0 0 0 小計 0 0 245 245

0

物
件
費
等

物件費 1,871 2,069 2,115 46 使用料及び手数料 0 0 0

維持補修費 0 0 0 0 繰入金 0 0 0 0

減価償却費 748 34

小計 33,147 30,345 38,006 7,661 分担金及び負担金 0 0 0

0

その他 0 0 1,059 1,059 都支出金 0 0 0 0

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 26,599 0 0 0

賞与・退職手当引当金繰入額 6,548 4,025 7,994 3,970 国庫支出金 0

26,320 28,953 2,633

経
常
収
入

保険料 0

0

0 0

事業目的
（最終的に目指す状態）

市政の円滑な推進を図るため、理事者日程の適正な管理を行う。また、トップマネジメントに資するため、タイム
リーな情報提供を行う。

勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

都市戦略部　秘書課

基本計画 施策番号 地方分権の推進
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

根拠法令等 ―

△ 6,824△ 58,181△ 51,357△ 54,558経常収支差額（Ａ）

特別費用 0 0 0 0

事業概要 事務事業評価シート（令和２年度（２０２０年度）事業）

事務事業名 秘書業務等 事業類型 その他

予算科目 会計 一般会計 総務費 総務管理費 一般管理費

担当部課



今後の取組

3年度目標

・理事者日程の適正管理
・適時的確な理事者への情報提供
・庁内外との連絡調整による理事者の市政マネジメ
ントの補助

2年度末
時点の課題

・緊急事態にも即応できるよう、理事者への
適時的確な情報提供など、秘書機能を強化す
る必要がある。

3年度の取組

・理事者日程の適正管理
・理事者が必要とする情報のタイムリーな提供
・円滑なトップマネジメントを補助する庁内外との
連絡調整

4年度の計画
・理事者の日程管理
・理事者への情報提供

目標に対する
事業実績

・理事者日程の適正管理
・理事者が必要とする情報のタイムリーな提供
・円滑なトップマネジメントを補佐する庁内外との
連絡調整
・秘書業務管理システムの改修・データ移行の実施

課題への対応

・理事者へのタイムリーな情報提供

一部解決

2年度評価 達成
次年度（4年度）

以降の展開
現状維持

事業実績

2年度目標

・理事者日程の適正管理
・適時的確な理事者への情報提供
・庁内外との連絡調整による理事者の市政マネジメ
ントの補佐
・秘書業務管理システムの改修・データ移行の実施

元年度末
時点の課題

・理事者のスケジュール調整を中心に実施し
ているため、理事者への情報提供機能の不足
・秘書業務管理システムについて、庁内サー
バを廃し、外部サーバへ移行する本市の方針
に対応する必要性
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款 02 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標と単位当たりコスト

①

7,7502,141△ 5,609△ 6,741経常収支差額（Ａ）

特別費用 0 0 0 0

事業概要 事務事業評価シート（令和２年度（２０２０年度）事業）

事務事業名 姉妹都市交流 事業類型 その他

予算科目 会計 一般会計 総務費 総務管理費 一般管理費

担当部課 都市戦略部  秘書課

基本計画 施策番号 多様な文化交流の推進
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

根拠法令等 ―

事業目的
（最終的に目指す状態）

姉妹都市との交流事業を継続的に実施し友好親善を深めることで、行政や市民団体などの多様な文化交流を促進する。

勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 5,291 0 0 0

賞与・退職手当引当金繰入額 973 417 91 △ 326 国庫支出金 0

4,772 1,072 △ 3,700

経
常
収
入

保険料 0

0

0 0 0

その他 0 0 0 0 都支出金 0 0 0 0

小計 6,264 5,190 1,164 △ 4,026 分担金及び負担金 0 0 0 0

物
件
費
等

物件費 477 554 0 △ 554 使用料及び手数料 0 0 0

維持補修費 0 0 0 0 繰入金 0 0 0 0

減価償却費 0 0 0 0 その他 0 134 3,305 3,171

その他 0 0 0 0 小計 0 134 3,305 3,171

小計 477 554 0 △ 554

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 0 0 0 0

徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0

0 0 特別収入 0 0 0 0

30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

2年度 経　常　費　用

―

0.73人 0.66人 0.15人 △ 0.51人

指標名 単位 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 指標値の増減要因

その他 0

小計 0 0 0 0
0000特別収支差額（Ｂ）

7,7502,141△ 5,609△ 6,741
本年度収支差額

（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

0

経　常　収　入

主な内訳 ―

小計 6,741 5,743 1,164 △ 4,580

小計 6,741 5,743 1,164 △ 4,580

移転費用 0 0 0 0

②

その他 人件費比率 ％ 92.9 90.4 100.0 9.6

③

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
⑤



事業実績

2年度目標

・「八王子まつり」への招待や、姉妹都市の祭事への
参加等を通じた姉妹都市間の相互交流
・姉妹都市主催事業におけるPR活動
・姉妹都市交流の拡充に向けた庁内検討

元年度末
時点の課題

・市民間の交流促進等につながる姉妹都市間
での情報共有
・姉妹都市交流の拡充

目標に対する
事業実績

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
「八王子まつり」をはじめ、各市の祭事が全て中止と
なり、予定していた事業が実施できなかった。
・人の異動も制限されたことから、現地視察を伴う事
業も実施できなかった。
【予定事業】
①「八王子まつり」へ姉妹都市（日光市、苫小牧市、
小田原市、寄居町）を招待
②「とまこまい港まつり」（苫小牧市）交流事業参加
③「日光東照宮例大祭」（日光市）交流事業参加
④「小田原北條五代祭り」（小田原市）交流事業参加
⑤「寄居北條まつり」（寄居町）交流事業参加
⑥庁内検討会議による姉妹都市の視察、意見交換等を
通じた新たな交流の在り方に関する整理

課題への対応

・姉妹都市間の相互交流の継続（コロナ禍で
も可能な交流の検討）

一部解決

2年度評価 不十分
次年度（4年度）

以降の展開
拡充

今後の取組

3年度目標

・「八王子まつり」への招待や、姉妹都市の祭事への
参加等を通じた姉妹都市間の相互交流
・姉妹都市主催事業におけるPR活動
・姉妹都市交流について検討

2年度末
時点の課題

・市民間の交流促進等につながる姉妹都市間
での情報共有
・新たな姉妹都市交流の検討

3年度の取組

①「八王子まつり」へ姉妹都市（日光市、苫小牧市、
小田原市、寄居町）を招待
②「とまこまい港まつり」（苫小牧市）交流事業参加
③「日光東照宮例大祭」（日光市）交流事業参加
④「小田原北條五代祭り」（小田原市）交流事業参加
⑤「寄居北條まつり」（寄居町）交流事業参加
⑥新たな交流について庁内関係所管と検討し、姉妹都
市との意見交換等により整理

4年度の計画

①「八王子まつり」へ姉妹都市（日光市、苫
小牧市、小田原市、寄居町）を招待
②「とまこまい港まつり」（苫小牧市）交流
事業参加
③「日光東照宮例大祭」（日光市）交流事業
参加
④「小田原北條五代祭り」（小田原市）交流
事業参加
⑤「寄居北條まつり」（寄居町）交流事業参
加
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款 02 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制（会計年度任用職員を除く）

指標と単位当たりコスト

①

⑤

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
③

単位当たりコスト 円/人 7,058 6,983
②

成果
指標

平和展来場者 人 1,328 1,422 216 △ 1,206 新型コロナ感染拡大を受け、会場数・期間・展示内容を
縮小し、開催したため

その他 人件費比率 ％ 54.6 54.9 52.7 △2.2

27,258 20,274

小計 9,373 9,930 5,888 △ 4,043

小計 9,341 9,898 5,856 △ 4,043

移転費用 32 32 32 0

その他 0

小計 0 0 0 0
0000特別収支差額（Ｂ）

5,438△ 4,493△ 9,930△ 8,622
本年度収支差額

（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

0

経　常　収　入

主な内訳 平和啓発のための映像制作委託【157千円】

30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

2年度 経　常　費　用

―

0.65人 0.65人 0.40人 △ 0.25人

指標名 単位 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 指標値の増減要因

徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0

0 0 特別収入 0 0 0 0

小計 4,223 4,443 2,753 △ 1,690

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 0 0 0 0

2,534 0 その他 751 0 1,395 1,395

その他 0 0 0 0 小計 751 0 1,395 1,395

0

物
件
費
等

物件費 1,689 1,909 219 △ 1,690 使用料及び手数料 0 0 0

維持補修費 0 0 0 0 繰入金 0 0 0 0

減価償却費 2,534 2,534

小計 5,118 5,456 3,103 △ 2,353 分担金及び負担金 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 都支出金 0 0 0 0

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 4,711 0 0 0

賞与・退職手当引当金繰入額 408 756 243 △ 512 国庫支出金 0

4,700 2,860 △ 1,841

経
常
収
入

保険料 0

0

0 0

事業目的
（最終的に目指す状態）

市が掲げる２つの平和宣言に基づき戦争の悲惨さ、平和の尊さを次世代の子ども達に伝えるために、企画展示や図
書、映像資料等を通じて平和の大切さ､尊さを再認識してもらう。

勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 30年度 元年度(a) 2年度(b) 対前年度(b-a)

総務部　総務課

基本計画 施策番号 一人ひとりが尊重される地域社会の構築
まち・ひと・しごと

創生総合戦略 － －

根拠法令等 世界連邦平和都市宣言、八王子市非核平和都市宣言

5,438△ 4,493△ 9,930△ 8,622経常収支差額（Ａ）

特別費用 0 0 0 0

事業概要 事務事業評価シート（令和２年度（２０２０年度）事業）

事務事業名 平和推進 事業類型 イベント

予算科目 会計 一般会計 総務費 総務管理費 一般管理費

担当部課



今後の取組

3年度目標
・平和展の開催
・語り部動画の再編集及びウェブサイトでの発信の
強化

2年度末
時点の課題

・新型コロナウイルス感染が収束しない中で
の平和展の開催方法や情報発信方法の検討

3年度の取組
・平和展の開催
・語り部動画の再編集及びウェブサイトでの発信の
強化

4年度の計画
次世代へと戦争の悲惨さ、平和の大切さ及び
尊さを伝える手法について、検討し、実施し
ていく。

目標に対する
事業実績

平和展の開催
　日時　令和2年（2020年）7月30日～8月4日
　場所　八王子駅南口総合事務所
　内容　パネル展示（八王子空襲、東京空襲な
ど）、原爆資料展示

語り部動画の再編集動画制作（10本）
　平成29年度（2017年度）から令和元年度（2019年
度）の3年間に記録した語り部動画（約6時間）か
ら、特に伝えたい部分を切り取り、再編集した動画
を10本制作し、ウェブサイトに掲載した。

課題への対応

　平成29年度（2017年度）から令和元年度
（2019年度）の3年間に記録した語り部動画
（約6時間）から、特に伝えたい部分を切り取
り、再編集した動画を10本制作し、ウェブサ
イトに掲載した。

一部解決

2年度評価 達成
次年度（4年度）

以降の展開
現状維持

事業実績

2年度目標

次世代へと戦争の悲惨さ平和の大切さ及び尊さを伝
える手法について、検討し、実施していく。
・平和展の開催
・語り部動画の再編集及びウェブサイトでの発信の
強化

元年度末
時点の課題

・語り部動画の発信強化




